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≪地域医療連携推進の基本方針≫
1.　顔の見える連携 5.　24時間救急受け入れ体制

2.　地域連携パスと逆紹介の推進 6.　地域医療福祉連携室を通じた地域包括型連携の推進 

3.　紹介患者の迅速予約と優先診療 7.　高額医療機器の共同利用推進

4.　PHSによるDr.Direct Call 8.　地域医療研修センターの利用の推進
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　当科は相馬・現統括副院長が2002年に岩手県ではじめての腎臓内科と
して立ち上げました。当初は糸球体腎炎を中心とした診療を行っていま
したが、2007年に中屋・現科長が着任後は腎不全・腎代替療法（血液透
析、腹膜透析、腎移植）への対応が徐々に増加しました。2016年には現
在の腎臓・リウマチ科へと名称変更し、リウマチ性疾患も担当するよう
になりました。お陰様で患者数、医師数も当初の数倍に増加し、2019年
12月からは長年の目標であった生体腎移植を開始しましたのでご紹介致
します。 

当院における生体腎移植について
腎臓・リウマチ科長 中屋 来哉

　これまで腎移植を希望する患者さんはJCHO仙台病院や岩手医科大学附属病院などの腎移植実施施設
に紹介してきましたが、患者さんからは当院での腎移植を希望する声がたくさん聞かれていました。
スタッフの腎移植を行いたいという思いは徐々に強くなり、当院での実施を模索していたところ、中村
医長が2018年4月から1年間、国内の腎移植をリードする名古屋第二赤十字病院移植内科で研修を受ける
機会を得ました。2019年4月に再赴任後、当科・泌尿器科・消化器外科・麻酔科を中心とした院内各部
署を超えた腎移植チームを結成し、準備を進めました。手術部・病棟・外来部門のスタッフも名古屋第
二赤十字病院に研修に出かけ、2019年12月に第1例目の生体腎移植を無事に行うことができました。2例
目は2020年2月に行い、2例とも術後の経過は良好です。手術当日には名古屋第二赤十字病院移植外科・
岩手医科大学附属病院泌尿器科・東北大学病院総合外科・JCHO仙台病院移植外科の先生方に応援に来て
頂きました。3月以降はコロナウイルス感染拡大防止のため中止していましたが、7月から再開し、年間
10例を目標に生体腎移植を実施していく予定です。 当科では腎臓内科医が腎不全患者さんの治療プラン
を腎不全早期から提案しています。腎代替療法として腎移植を選択された方には移植前から移植後長期
までチームでサポートしていきます。先生方が診療されている慢性腎臓病の患者さんの中で、腎移植を

希望される方がいらっしゃいましたら、当科で随時ご相談を承り
ますので、外来までお気軽にお問い合わせ下さい。これからも県
民の皆様に信頼される医療を提供できるように日々精進し、新し
いことに挑戦していきたいと考えております。また、北東北、岩
手県の腎臓病およびリウマチ性疾患診療の拠点施設として後進の
育成にも力を注いでいく所存ですので、何卒宜しくお願い申し上
げます。 



薬剤部長 工藤琢身

　7月から、病院薬剤師を主人公にしたテレビドラマが配信され、ドラマ内の薬剤業務は

フィクションのために誇張された表現となっていますが、業務自体は病院の規模・機能によ

り、多くの病院で実際に行われています。当院では、34名の薬剤師と16名の薬剤補助者で、

「病める患者さんを中心に考える薬剤部、信頼される薬剤部」を基本理念として、外来と

入院で処方箋1日約350枚の調剤、注射箋1日900枚以上の注射セットに加えて、薬剤師の

病棟常駐による薬物治療への総合的な関与（病棟薬剤業務）や服薬説明(薬剤管理指導業務)

を主な業務としています。このほか、レジメン管理や抗がん剤調製等の化学療法業務、医薬

品情報を収集、整理、提供するＤＩ業務、新薬開発に係る治験業務、製品化されていない薬

剤の製剤業務、各種診療支援チームへの参画など、薬に関係する多岐に渡る業務を行ってい

ます。今後は、薬剤師の常駐が求められている救急センターや手術室への対応なども検討し

ていきたいと考えています。 

　今般の診療報酬改定では、「退院時薬剤情報管理指導料」に「退院時薬剤情報連携加算」、

「外来化学療法加算」に「連携充実加算」がそれぞれ新設され、在宅薬物療法において重要

な役割を担う保険薬局と病院との連携強化が評価されました。少子高齢化が進む中で、地域

医療連携の必要性は増していくところであり、病病・病診・病施連携に加えて、薬剤部では

病薬連携の推進に寄与していきたいと考えています。 

 

院内連携から地域連携へ
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登録医ご紹介コーナー

　黒川産婦人科医院の黒川と申します。 

　日頃、県立中央病院の産婦人科の先生方には紹介患者をお引き受けいただき心からお礼申し上げま

す。特に産科の患者に関しては早朝、深夜にお願いする場合においても快くお引き受けいただいてい

ることは何より心強く思っております。分けても、産科救急搬送においては、当方は患者を搬送する

立場ですので、搬送したのち直ぐ帰るわけですが、お受けいただく県立中央病院にとっては、それか

らが仕事ということを考えると本当に申し訳ないという気持ちを持ちながらいつも帰宅しております。

産婦人科領域だけでなく、小児科、内科、外科など他科の先生方にも快く診察をお引き受けいただい

ていることも心から感謝いたしております。 当院は医師１名、助産師17名、看護師10名、栄養士１

名を中心として産科、婦人科を専門として診療しております。先代の父が昭和32年に開業し、私が２

代目として引き継いでおります。産科領域においては、母乳育児と自然出産を柱として妊娠～出産～

育児において切れ目ない支援をできるよう努めております。 

　母親学級や産後の母乳育児支援に加えて、最近では産後ケアをデイケアのみで行い始めました。

現在の母親たちは核家族が多いので、自宅では父親が帰るまで誰とも会わず子供と二人きりの方が多

いようです。そのためゆっくりお風呂に入ったり、ゆっくりおトイレに入ったり、ゆっくりお昼寝す

る時間があまりないのが現実です。少しの時間ですが「ゆっくり」自分の時間を過ごしていただくこ

とによって、母親の心身の疲労回復にお役に立てればと思い、このプロジェクトを立ち上げました。

残念ながら採算は全く合わず、まだ利用者もあまり多くない状態ですが、行政にもこのような事業の

大事さを理解していただき、採算が取れる様にしていただければと願っております。もし、この事業

が多くの施設で行われるようになれば、よりたくさんの母親たちの子育ての力になるのではないかと

考え、またそのようになる事を願っております。産後ケアなどで、私どもが御力になることができる

母親がいましたらご相談いただければ幸いです。 

 

今回は、盛岡市の
『黒川産婦人科医院』を
        ご紹介します。

  

登録医ご紹介コーナーに登場してくださる先生を募集しております。地域医療福祉連携室にご連絡ください！ 



当院

地域医療連携ネットワークシステムのご案内
地域医療福祉連携室

　当院での診療情報を、インターネット回線を通じて事前に登録した地域の医療機関で閲覧することができる

『岩手県立中央病院地域医療連携ネットワークシステム』を運用しております。当院入院中の検査結果や手術

所見、過去に遡っての画像検査、外来での定期検査の所見などをいつでも閲覧いただけます。

　患者さんの医療情報がリアルタイムで共有できるため、円滑な医療連携を図ることができますので、まだ

ご参加いただいていない先生方はぜひご検討をお願いいたします。

《閲覧できる情報》 

  ①血液などの各種検査結果　②投薬・注射内容　　

　　③CT、MRIなどの画像情報　 ④画像診断読影所見

　　⑤退院時要約　　　　　　　⑥手術記録　　

　　⑦各種サマリー(看護、リハビリ等）

《対象となる医療機関》

  システム参加申込をした医療機関（医科・歯科）

《対象となる患者さん》

  システム参加医療機関と当院の双方を受診して

　　いる、又は今後受診予定の患者さんのうち、

　　システムについて説明し参加医療機関において

　　当院の患者情報を閲覧することに同意を得られ

　　た患者さん。

《閲覧に必要な機器》

  インターネット接続済のパソコン

　　※Windowsのみ対応。ウイルス対策必須。

　　　ファイル交換ソフト利用端末の場合は利用

　　　できません。その他、端末機器情報によって

　　　は利用できない場合がございます。

《システム利用料》

  一切不要。インターネット端末に入れる専用

　　アプリ等は当院から無償で提供いたします。

《システムの安全性》

  厚生労働省『医療情報システムの安全管理に関するガイド

　　ライン』へ適合しています。専用アプリの入った端末のみが

　　安全に地域連携サーバ上のデータ参照を行うことができ、

　　外部への不要なデータ漏洩も防止しています。

　

　ご興味がございましたら当院地域医療福祉連携室　地域連携システム担当あてご連絡ください。

　運用規定等、詳しい資料を送付させていただきます。

　【受付時間：平日8時30分～17時　TEL：019-653-1151（内線2177）】

１クリックで参照可能

画像ビューア

レポート等

閲覧イメージ
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